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第１５８７回例会 会長挨拶 

会長 梅田欣一 

みなさん、こんにちは。 

先週の沼津４クラブ合同例会では、お疲れ様でした。 

今日は、今月最後で、唯一の通常例会です。今月は、職業奉

仕月間ですので、本日の卓話は、奉仕プロジェクト委員会委員

長の菊地さんにお願いしてあります。私も、職業奉仕のお話しを

一つさせていただきたいと思います。 

本日の静岡新聞朝刊にも、「ＣｏＣｏ壱番屋」の冷凍カツを産

業廃棄物処理業者である「ダイコー」が横流しした事件の話が載

っていました。これなんかは、職業奉仕の理念に反する、もっとも

分かりやすい事例だと思います。これは、みなさんご承知のとお

り、「ダイコー」が、廃棄すべき食品を、そのことを偽って、若しく

は隠匿して、業者に横流ししたという事件です。依頼主の「ＣｏＣ

ｏ壱番屋」には、ビーフカツ約４万枚をすべて堆肥化したと虚偽

の報告をしていた疑いがあるとのことです。 

この場合、この食品を食した人が体調を崩すなどの可能性を

考えないのでしょうか。これは、自分が、お金を儲けるために、他

の業者や一般消費者を犠牲にしてしまっている事例です。 

職業奉仕とは、自分の職業を通じて、取引の相手方や社会に

奉仕していくことと理解しています。取引の相手方や社会の為に

なることをして、お金を稼がせていただくというのが職業奉仕だと

思います。それが、正しい行動と言えるものだと思います。自分

が正しい行動をしているという自覚があれば、自分の仕事にも、

プライドが持てると思います。 

取引の相手方や一般消費者などの社会全体に危害を加え

て、お金を稼ぐ行為は、「悪」であると言わざるを得ません。 

２００５年に発覚した姉歯事件や、２００７年に発覚したミートホ

ープ事件も同じです。このような話は、なかなか後を絶ちませ

ん。すべての職業人が、職業奉仕を自覚して、正しい行いをして

いってほしいと思います。 

  ロータリーに所属していると、このことを頻繁に自覚することが

できるので、とてもよいと思います。 

以上 
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会長挨拶 幹事報告 

■ 事務連絡 ■ 

  ＊ガバナー事務所より 

   次年度ＲＩ会長テーマ「人類に奉仕するロータリー」 発表 

  ＊ロータリー財団事務所より 

   次年度地区補助金管理セミナーのご案内 到着 

    

■ 例会変更 ■ 

  ＊沼津ロータリークラブ 

   ２月５日(金)→裁量休会 

  ＊沼津西ロータリークラブ 

   ２月１１日(木祝)→祝日休会 

   ２月２５日（木）→２１日(日) ＩＭ 

  ＊裾野ロータリークラブ 

   ２月５日(金)→４日(木) 

   ２月１９日(金)→２０日(土) ＩＭ 

   ２月２６日(金)→夜間例会 

    

■ 週報到着 ■ 富士ＲＣ・新富士ＲＣ 

委員会報告 

米山梅吉記念館運営委員会 

委員長 川口尚史 

１月２３日(土)に米山梅吉記念館の第三回運営委員会へ出席

致しました。今年の春季例祭は４月２３日(土)です。記念講演は

「時を貫く記録を守る～世界に誇る公文書館の実現に向けて」

で、講師は独立行政法人国立公文書館館長の加藤丈夫氏（東京

ＲＣ）です。アトラクションは紙切り作家の水口千令様です。 

参加自由ですので、ぜひご参加下さい。 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員卓話 

ロータリー財団委員長 菊地勝男 

ロータリーとは・・・・・一般の人の認識は、又会員に於いても、

即時答えられる人が、どれだけいるでしょうか？ロータリーとは

何？町の人に聞きました。 

聞いたことがない・・・・・４０％ 

名前だけ知っている・・・・４０％ 

ある程度知っている・・・・２０％ 

ロータリーとは？ 

会員の皆様が、問われたら、どのようにお答えしますか？下記

のどれに該当すると思いますか？ 

１、専門職業人しか入れないグループ。 

２、慈善非営利団体 

３、地域ｺﾐﾆﾃｨｰに影響を与える事を目的とした会員制団体 

４、裕福な人の為の団体 

５、基金を集めるための団体 

６、経営者の為のネットワーク団体 

ロータリーの会員とはどの様な人達か？ 

自ら従事している職業が所在する地域社会の中で役に立つ為

になる様、日々研鑽し、努力している人達。 

ロータリークラブは何をしているグループなのか？ 

上記のような人達が一体となり地域社会に貢献する団体。 

 

本日は、職業奉仕の卓話です。先般奉仕プロジェクトの卓話

の中で触れました部分を再度引用させて頂きます。 

２６４０地区職業奉仕委員会の角谷浩二委員長の委員会報

告「職業奉仕委員会とは何か」を以下概略で紹介します。 

職業奉仕を理解するには、「ロータリー運動は倫理運動であ

る」ことを理解しなければなりません、ロータリーが倫理運動であ

るがために、古来よりいろいろな原理原則が生まれてきたようで

す。その中でも、これがロータリーだと言われているのが、職業

奉仕です。「ロータリーのロータリーたる所以は、職業奉仕にあ

り」といわれています。 

倫理とは、「人が正しく歩む道」です。人を泣かせるような行為

をしてはいけない、人を欺いてはいけない、非人道的、非社会

的行為をしてはいけない、世の為人のために尽くしなさい、とい

うのが倫理の教えです。 

職業奉仕を理解するうえで、何が難解であるか、３つの問題

点としてまとめてみました。 

１、 職業奉仕と社会奉仕をどのように区別するか、 

非常に誤解を生みやすい言葉があります。 

それは「自分の職業を通して社会に奉仕するのが職業奉仕で

ある」と言う言葉であり、このように思われている方が非常に多

いのです。・・・・私(菊地)もそう思っておりました。 

自分の職業を通そうが通すまいが、社会に奉仕するのですか

ら、この奉仕活動は社会奉仕です。それでは、この中に職業奉

仕が含まれていないかと言うとそうではありません。ではどのよう

に、区別するのか？それは「受益者が誰であるか」ということで 

は地域社会の場合は 

「社会奉仕」であるでしょう＞ 

＜奉仕活動によって、受益者が自分自身の場合は「職業奉仕」

であるでしょう＞ 

 

区別する事ができます。 

＜奉仕活動によって、受益者が自分以外の地域の人々、もしく

は地域社会の場合は「社会奉仕」であるでしょう＞ 

＜奉仕活動によって、受益者が自分自身の場合は「職業奉仕」

であるでしょう＞ 

そこで、受益者が誰であるかを説明し、理解するために、実

例を示します。 

動物病院を経営しているＡ会員が、公立幼稚園の砂場にお

ける蟯虫検査の奉仕活動を行いました。砂場と言うのは非常に

不衛生なところで、野良猫や野良犬が来て糞をします。その中

には蟯虫が混じっていることもあり、園児が感染することもあるそ

うです。そこで砂場の蟯虫検査をすることにより、より安全な砂

場で園児が遊べるよう、園児の健康管理を目的に行いました。 

この奉仕活動に於いて、受益者は誰であるのか？自分以外の

人々としての受益者は幼稚園児であり、その親です。そして地

域社会としては幼稚園であり、教育委員会です。この意味から

いうとこの奉仕活動は、社会奉仕になります。 

 次に、この奉仕活動において、自分自身が受益者となるのは

どういう場合でしょうか？それは園児の親や幼稚園、教育委員

会が、Ａ会員に対してどの様な感情を持つかです。自分の職業

を通して子供達の健康管理と言いうものを考え、自分に何がで

きるかを考えて行ったこの砂場の蟯虫検査は、園児の親や幼稚

園はＡ会員に対して尊敬の念を持つに違いありません。砂場の

蟯虫検査という奉仕活動で、お金では決して得ることの出来な

い尊敬と信頼と信用を地域社会から自分自身が得るのです。そ

して自分の職業がその反射的効果として繁栄するのです。これ

がロータリーの職業奉仕です。奉仕活動によって自分自身が受

益者となるのです。 

社会奉仕と職業奉仕は、以上のように「一対」のものであると

考えてもよいのでではないでしょうか。 

今、Ａ会員は、公立幼稚園の蟯虫検査のみならず、市内の

すべての公園の砂場の蟯虫検査を行っております。より多くの

社会奉仕活動をすればするほど、その地域の人々や地域社会

からより多くの職業奉仕である尊敬と信頼と信用を得るのです。

これが、「最も多く奉仕するもの、最も多く報われる」です。 

 ２、職業奉仕という言葉の問題 

 「職業」とはお金を儲けるための手段です。私たちが生きてい

くための所得を得る手段であり、「これは自分のためのもの」で

す。一方、「奉仕」とは世の為人の為のものであって、すなわち

自分以外の「人のためのもの」 

です。このように全く正反対の２つの言葉が１つになって職業奉

仕といっているので非常に解りにくいのです。この言葉は完全

なロータリー用語であり、辞書には載っていません。 

つまり、ロータリーの職業奉仕とは職業を営むこと（金を儲けるこ

と）が世の為人の為の奉仕となる、といっているのです。ここが

職業奉仕にとって一番難解な点です。 

そこで、この問題を理解するために、職業を営む心(金を儲ける

心)も奉仕の心（世の為人の為に尽くす心）も同じ一つの心であ

ると思って下さい。 

そして、この一つの心とは、すなわち「世の為人の為に奉仕をす

る心を持って職業を営むべし」と考えます。この言葉は何を意味

しているかと言うと、それは自分の金儲けに対して「人を泣かせ

るような金儲けはしてはいけない、非道徳的、非社会的行為を

して金儲けをしてはいけない、世の為人の為になるような金儲

けをしなければならないといっているのであり、自分の職業に対

して強く「倫理性」を要求しているのです。職業奉仕とは、職業

倫理の運動です。これが、前述した「ロータリー運動は倫理運

動である」という言葉の意味です。すなわち、「ロータリー運動は

職業倫理を追及する運動である」ということです。ロータリーにと

って、職業倫理は基本的な考えであり、ロータリーの哲学でもあ

ります。 



◆次回例会プログラム◆ 会員卓話（年男・野口会員） 
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本日のゲスト・ビジター 

 

ビジター 沼津北ＲＣ 一杉泰博様 

ゲストはありませんでした。 

    
スマイル報告 

 

古泉榮一 ロータリー財団へ。 

古泉榮一 米山奨学会へ。 

濱田清明 早退します。 

前田 守  本日早退させていただきます。 

前田 守  誕生日のお祝いありがとうございます。 

川口尚史 誕生日祝いありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点を変えて考えてみます。それは他団体との比較です。深

川理論を引用させて戴くと、ロータリークラブ以外のアメリカ系奉

仕クラブ（ライオンズクラブ、シビタン、コスモポリタン等）は職業

を通して儲けたお金の一部を奉仕に使って下さい。職業時間の

一部を割いて、もしくは余暇の時間を使ってボランテイア活動を

して下さい等、いわば困った人を助ける「弱者救済を持って奉

仕とする」という考え方です。 

職業の心（自分の為の物）と奉仕の心（自分以外の人の為の

物）は相反する心であり、職業が同時に奉仕とは考えられず、そ

れぞれは別の世界に存在するものであり、そのため彼らの行動

から個人の職業倫理を排除しています。しかしロータリーは奉

仕の基礎を職業倫理に置き、職業の心（自分のためのもの）も

奉仕の心（自分以外の人のためのもの）も一つの心だと考えま

す。そのため一つの心を持って職業を営み、かつ奉仕すると説

いています。 

だからロータリーにおいて倫理に反する儲けは存在しません。 

 もし、非倫理的儲けにおいて儲けたお金が、奉仕に使われて

いるとしたら、果たしてそれが真の奉仕と言えるだろうか、もし、

だまされ、泣かされたお金の一部が奉仕に使われていたとして

も、他団体は問題にしません、なぜなら、彼らの標語は「Ｎｏｔ Ｉｓ

ｅｒｖｅ，ｂｕｔ Ｗｅｓｅｒｖｅ」なのです。個人では奉仕せず、クラブが

奉仕するのです。個人の倫理については何も言いません、しい

て言えばクラブとしての倫理です。 

一方ロータリーの標語は「Ｉｓ ｅｒｖｅ」です。奉仕は個人の職業倫

理において、奉仕の心を職業社会に実践するものです。クラブ

はその集合体であり、ロータリークラブとしての職業奉仕の実践

機能はなく、団体奉仕と言う概念はありません、ロータリーに入

会される時にクラブ全会員に対して、その人が入会してもよいか

どうかを問う投票が行われます。もし不適格であると会員の誰か

が判断したならば、その人は入会を許されません。ロータリーは

入会に際しても、その人の倫理性を問うものであり、他団体には

こういう機能はありません。これが、他団体とロータリーとの大き

な相違点です。 

もし「ロータリーの職業奉仕を一言で表現するなら」私は迷わ

ず、「世の為人の為に奉仕する心をもって職業を営むべし」と言

えます。 

この言葉こそが職業奉仕にとって一番大事な言葉であり、基

礎であり、決して忘れてはならない言葉であると思います。 

 

３、職業奉仕の実践 

私は、最初に「ロータリーのロータリーたる所以は職業奉仕の

実践にあり」と述べました。他団体の会員は「ロータリークラブの

会員は毎週毎週、なぜ例会を開くのですか？私達は１か月に２

回例会を開催するだけです。ロータリーは例会で食事をし、話

を聞いて、寄付します。ロータリークラブと言うのは、金持ちの暇

人の集まりですね」とよく言われます。この言葉に対して、我々

は強く反論しなければなりません。ロータリーの例会は食事をす 

出 席 報 告  
      

会員数 
出席計算に 

用いた会員数 

出席計算に 

用いた出席者 出席率 
１ 月 4 日    

修正出席率 

２０名 １９名 １３名 68.42% 94.44% 

 

 

 

 

 

出席： 古泉・太田・菊地・前田・梅田・濱田 他 計１３名 

 

欠席： 野口・岩本・徳山・齋藤・中田・荒川     計６名 

 

ＭＵ：  野口・山本                     計２名 

るために出席するのではありません、卓話を聞くために為に出

席し、聞いて職業倫理を学ぶのです。我々は職業人の集まりで

す。例会に出席することにより、職業人同士の体験談、知識、知

恵等を耳にし、職業倫理を互いに学び合うのです。 

卓話は聞いては忘れ、聞いては忘れてしまうものですが、し

かし、何度も何度も聞き、そして忘れていくうちに、次第に自分

自身が磨かれ、ロータリーの職業倫理が、身に付いていくので

す。ロータリーが毎週例会を開いているのは其の為です。 

規定審議会で規定が改正され、例会回数が自由化されて

も、この理念が変わることはないと思います。 


